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お わ り に
マルクスもエンゲルスも，価値の生産価格への転化の第二段階で，商品の費用価格の価値
の生産価格への転化に取り組んでいる。マルクスもエンゲルスも，社会の各生産部門の商品
の生産価格は，自部門の商品の費用価格には入りこまないとする。またマルクスは，社会の
全商品を，他部門の商品の費用価格に入りこむものと入りこまないものとに分類する。エン
ゲルスは，社会の全商品で，前半ではマルクスの他部門の商品の費用価格に入りこまないも
のを含めないが，後半ではマルクスと同様にそれを含めて分類する。まず二部門分析の再生
産表式の単純再生産の場合でみるとして，前半のエンゲルスとの関係では，生産手段部門の
商品の費用価格の不変資本生産価格部分の自部門の商品の生産価格との関係，生活手段部門
の商品の費用価格の可変資本生産価格部分の，自部門の商品の生産価格との関係の脱落とな
る。また生産手段部門の商品の費用価格の可変資本生産価格部分の，生活手段部門の商品の
生産価格との関係，生活手段部門の商品の費用価格の不変資本生産価格部分の，生産手段部
門の商品の生産価格との関係の不明確となり，また両部門の利潤の，生活手段部門の商品の
生産価格との関係の不明確となる。また三部門分析の再生産表式の単純再生産の場合でみる
として，マルクスと後半のエンゲルスとの関係では，生産手段部門の商品の費用価格の不変
資本生産価格部分の，自部門の商品の生産価格との関係，労働者用生活手段部門の商品の費
用価格の可変資本生産価格部分の，自部門の商品の生産価格との関係の脱落となる。また生
産手段部門の商品の費用価格の可変資本生産価格部分の，労働者用生活手段部門の商品の生
産価格との関係，労働者用生活手段部門の商品の費用価格の不変資本生産価格部分の，生産
手段部門の商品の生産価格との関係の不明確となり，また両部門の利潤の，資本家用生活手
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段部門の商品の生産価格との関係の不明確となる。またこの三部門分析との対応で，マルク
スは三部門の商品のいずれかを重視する視点を置いていないが，エンゲルスは，事実上商品
の分類を資本家用生活手段商品またはその費用価格と関係する商品として，その商品関係で
資本家用生活手段商品を重視する視点を置く。エンゲルスの前半と後半との，資本家用生活
手段商品の位置づけと関係する著しい相違の根拠は明確ではないが，マルクスとの関係では
この後半で対応することになる。ところで生産価格の視点でのスミスのドグマは，資本家用
生活手段商品を基準として，商品の生産価格の，利潤を前提しての費用価格のみの分解によ
る遡及である。そのスミスのドグマは，各部門の商品の生産価格が自部門の商品の費用価格
には入りこまないということに，また各部門の商品の費用価格の未区分で商品間の関係が不
明確であるということにすでに現れていて，その意味ではマルクスもエンゲルスと同様であ
るが，ただマルクスではなお明確でないそのドグマを，エンゲルスは，資本家用生活手段商
品の重視によって明確化するのである。ただそれにしても，マルクスもエンゲルスも，部門
の商品の総費用価格，総利潤の規定で，スミスのドグマにつながる方法をとってはいるが，
それを利潤の二重計算の誤りとして，遡及を一段階にとどめて，ただちに社会の商品の生産
価格の総計，利潤の総計に至るのではある。したがって，スミスのドグマからの脱却の方向
を含みながらも，ともかくそのドグマとの関係が，マルクスやエンゲルスの，ここでの混濁
と関係しているのである。価値の生産価格への転化の第二段階は，再生産表式の利用以外に，
解決の道はないのである。マルクスは，ここでの『1863－1867年草稿』の前に，すでに『1857－
1858年草稿』で，五部門分析の再生産表式に近い経済表を提示していて，またその後の1863
年のエンゲルスあての手紙では，二部門分析の再生産表式に近い経済表を提示している。前
者では単純再生産の場合と拡大再生産の場合とが区別されきれていないための問題があるが，
後者では単純再生産の場合で整理されていて，その問題が解決されている。ただここで問わ
れている資本家用生活手段商品の位置が，前者では五部門分析との対応で独自の部門にされ
ていて，事実上第?部門への所属であり，後者では二部門分析との対応で生活手段商品に含
まれていて，独自の部門にされてはいないが，生活手段商品を第?部門とするために第?部
門への所属である。この後者で，生活手段商品の第?部門への所属にスミスのドグマに接続
させ得る問題をなお含んではいるが，基本的には再生産表式への著しい接近が特色であり，
マルクスのそこでの理論がここで活かされていれば，このような混濁はなかったはずである。
またエンゲルスは，ここでの『資本論』第３巻の編集の前に，マルクスの『1863－1867年草
稿』の後の，完成といえる二部門分析の再生産表式，また完成とはいえないにしても三部門
分析の再生産表式を，整理，編集して1885年に『資本論』第２巻の出版を終えているのであ
る。エンゲルスのその『資本論』第２巻の編集によるマルクスの理論がここで活かされてい
れば，なおさらこのような混濁はなかったはずである。マルクスは『1861－1863年草稿』で
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スミスのドグマにきびしい批判を加えていて，エンゲルスもその批判の支持者ではあるが，
それにしてもそれから十分に脱却し得ていない問題を，ここでのマルクスやエンゲルスの叙
述にみることができるのである。
松石氏は，価値の生産価格への転化の第二段階で，マルクスによるとしながらも，マルク
スやエンゲルスからの著しい後退を示し，エンゲルス以上に明確に，スミスのドグマに陥っ
ている。松石氏の問題は，まずマルクスやエンゲルスの二段階の転化を，具体的な転化とし
てとらえ，論理的な転化としてとらえなかったところにある。松石氏は，その上で，マルク
スやエンゲルスの，社会の各生産部門の商品の生産価格が，自部門の商品の費用価格に入り
こまないという関係を継承する。また前半のエンゲルスの，各部門の商品の生産価格が他部
門の商品の費用価格に入りこむ関係を継承し，またマルクスや後半のエンゲルスの，各部門
の商品の生産価格が他部門の商品の費用価格に入りこむまたは入りこまない関係を継承する。
ただ転化の第二段階は，マルクスやエンゲルスでは第一段階からの接続ではなく，同じ時期
の論理の発展であるが，松石氏では第一段階からの接続であり，今期から次期への相違する
時期の具体的な発展であり，そこで第二段階で，事実上重要な相違が生じる。エンゲルスの
資本家用生活手段商品の重視は，松石氏においてさらなる重視となるのも，この相違の上で
のものである。ところでマルクスもエンゲルスも，転化の第二段階で，社会の商品の費用価
格の総計，利潤の総計をとると，総計一致の二命題が成立するとしていて，時期の相違を問
わないとすると，松石氏もその限り同様である。社会の商品の費用価格の総計，利潤の総計
をとるだけでは，総計一致の二命題を問うことはできないのであるが，ともかく社会の商品
のそのような総計をとることは，その二命題を問う前提として重要である。各部門の商品の
生産価格は，他部門の商品の費用価格にだけ入りこむのではなく，自部門の商品の費用価格
にも入りこむ，また各部門の商品の生産価格は，他部門または自部門の商品の費用価格に入
りこむだけではなく，他部門または自部門の商品の利潤にも入りこむのである。ここで社会
の商品の費用価格の総計，利潤の総計をとるだけでは足りないのであり，少なくとも社会の
商品の費用価格の総計を，不変資本の総計と可変資本の総計とに分解して，それに利潤の総
計を加えての，それぞれの総計がどのような社会の商品間の相互関連において存在するかを
とらえることが重要である。社会の商品のそのような総計の相互関連を示すものが，社会の
総資本の相互関連を示すものでもある再生産表式である。それなしには，総計一致の二命題
に本来の解決を与えることはできないのである。ただこれはもちろんすべて，今期の転化の
第二段階の関係としてである。今期の転化の第一段階で規定された各部門の商品の生産価格
が，ここで関係していることはなく，今期の第二段階で規定される各部門の商品の生産価格
が，ここで関係しているのである。ここで二部門分析であれば，生産手段商品，生活手段商
品の二大分類で，社会の商品間の相互関連が問われ，三部門分析であれば，生産手段商品，
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労働者用生活手段商品，資本家用生活手段商品の三大分類で，社会の商品間の相互関連が問
われる。三部門分析として，資本家用生活手段商品は，そのような相互関連の一環として存
在するが，他の生産手段商品，労働者用生活手段商品とその限り同様の位置にあり，資本家
用生活手段商品にのみとくに重要な位置を与える根拠はない。また生産手段商品，労働者用
生活手段商品と資本家用生活手段商品とには，次期の再生産に生産要素として入りこむか入
りこまないかによる商品の役割の相違があるが，その意味では生産手段商品，労働者用生活
手段商品こそが重要な位置にあり，なおさら資本家用生活手段商品にのみとくに重要な位置
を与える根拠はない。再生産表式は，そのような資本家用生活手段商品の重視と関係するス
ミスのドグマを否定するものとして成立するのである。総計一致の二命題は，再生産表式の
示す社会の商品間の相互関連の中で，はじめて問われ得るものとなるのである。ただ商品の
価値，生産価格の労働量による表現として，社会の商品の価値の総計と生産価格の総計との
一致は前提として成立するが，剰余価値の総計と利潤の総計との一致は一般には成立しない。
それは，価値法則としてそうであるということであり，そこに問題があるわけではない。松
石氏は，マルクスやエンゲルスが，再生産表式を使用しないために解決を与えることができ
なかったそれを，再生産表式を使用しないで解決を与えることができるというように誤解し
たようにみえる。氏の総計一致の二命題の誤った論点の設定も，その一環としてあるように
みえる。マルクスやエンゲルスの再生産表式の，その発展的な使用により，松石氏のその視
点が逆転されるところに，解決の道が開かれるのである。
（ひらいし おさむ 本学名誉教授)
（2008年５月21日受理)
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